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1 問 題 設 定






























































企業内研究者（Life and Physical Scientists ;1600から1760までの職種をまとめて使用），
システム・エンジニア（Computer Scientists and System Analysts ;1000），プログラマー















































































































































師についても学歴が高いほど賃金が高く（Holtmann and Idson1993; Jones and
Gates2004など），逆に上級看護師資格は賃金上昇へそれほど寄与しないこと



















分析に使用するデータは，米国国勢調査局（The United States Census Bureau）
が実施したパネル調査 SIPP2008のWave1の個票である。10）これまでの労働研











































ln W は時間あたり賃金率W の自然対数値，Age は年齢，Occ は職種経験年数，
Ten は勤続年数，OJ は勤続年数＞1の場合に1をとるダミー変数，14）Edu は教
13）年齢が高い者ほど役職付与による賃金上昇の効果が見られるかもしれない。しかし，
SIPP2008の職業分類において役職者は，企業内研究者（Natural sciences managers ;360），
システム・エンジニアとプログラマー（Computer and information systems managers ;110），
医師・薬剤師・看護師（Medical and health services managers ;350）と分類される。したがっ
て，役職付与による賃金上昇効果は基本的に含まれないと見なすことができる。
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①平均職種経験年数 ②平均勤続年数 乖離年数（①－②）
企業内研究者 13．91 7．65 6．26
システム・エンジニア 12．72 9．28 3．44
プログラマー 14．56 8．09 6．47
医師 14．10 5．62 8．48
薬剤師 12．74 8．34 4．40








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18）以上の説明は Ohta and Tachibanaki（1998）p.53および，西村（2015）による。
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